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TOP Interview
西部電気工業株式会社　執行役員 人事部長 吉田朗生氏にお話を伺いました。

企業事例 01

福岡市博多区博多駅東3丁目7番1号

最高齢

75歳

65歳以上 42名

西部電気工業株式会社

所　在　地

建設業業種・事業内容

昭和22年（1947年）７月３日設　　立

□ 九州のインフラを支える幅広い事業展開

□ 研修制度やワークライフバランスの充実

□ 高齢従業員が長く活躍できる場の提供

Point

従業員数　1,087名

再雇用　38名

新規雇用の高齢社員　8名

60~
64歳

94名

執行役員 人事部長

吉田 朗生氏
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福岡県生涯現役チャレンジセンターについて
　年齢に関わりなく活躍し続けることができる「生涯現役社会」の実現を目指
して、「福岡県生涯現役チャレンジセンター」（令和4年4月、70歳現役応援セ
ンターから改称）では、シニア世代の就業や社会参加の支援、シニア人材を雇

用する企業の支援等を行っています。

　より身近な地域でセンターをご利用いただくため、「福岡オフィス」をはじ
め県内4か所にオフィスを設置しています。

シニア世代の
活躍の場を拡大

●シニア雇用の有用性や助成金制度等を説明し、「70歳以
上まで働ける制度」（定年廃止、定年延長、継続雇用）の
導入について企業に働きかけています。（県入札参加資
格審査における加点制度があります。）

●シニア雇用を進める企業の優良事例を紹介しています。
●企業を訪問し、シニア世代に特化した求人の開拓をして
います。

●シニア向け企業合同説明会などを開催し、就業に繋がる
機会を設けています。

シニア世代の
就職や社会参加を支援

●専門相談員が経歴や技能、希望を聞いて、再就職やNPO・
ボランティア活動など多様な選択肢を提案します。

●希望に応じてコーディネーターが就職のあっせんを行い
ます。

●就業支援セミナーなどを開催して、履歴書の書き方や面
接の指導を行います。

「ふくおか子育て
マイスター」の
拡大を支援

●豊かな経験を持つシニアに地域の子育て現場
で活躍してもらうため、最新の保育知識に関す
る研修を県が実施して修了者をマイスターに
認定。センターでは研修や認定手続きなどの情
報提供をしています。

久留米オフィス
久留米市天神町８番地　フラッグ久留米サウス４階

Tel: 0942-36-8355

福岡県生涯現役チャレンジセンター
福岡オフィス
福岡市博多区博多駅東1-1-33　はかた近代ビル５階

Tel: 092-432-2512

飯塚オフィス
飯塚市本町7-25　三協木村ビル１階（本町商店街）
※ご利用時間　9：30～12：00、13：00～18：00

Tel: 0948-21-6032北九州オフィス
北九州市小倉北区船場町2-10　近藤会館４階

Tel: 093-513-8188

お問い合わせ先

月～金曜日　9：30～18：00
※祝日及び年末年始除く
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4各種セミナーを
実施

●シニア人材を戦力化したい企業向けに、必
要な制度などを説明するセミナーを開催
しています。

●シニアライフプラン、60歳以降の働き方
などに関する従業員向けの出張セミナー
を開催しています。
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事業主の方へ　
　当センターの登録者の中から、企業の皆様のご希望に合う方を
無料でご紹介します。
　コーディネーターが採用のお手伝いから採用後のフォローまで
行います。安心してお任せください。
　お気軽にご相談を。（詳しくは23ページをご覧ください。）

経験や技術を
持った人を
探したい



　企業の沿革、特徴、理念
— 御社の沿革や事業についてお聞かせください。

　弊社は昭和22年に創業し、現在3つの事業で８つの
ビジネスを展開しています。創業当時から実施してい
る事業として、通信キャリア事業（情報通信エンジニア
リング）があり、その他に都市インフラ事業（通信ビジ
ネス、建築設備、環境プラント、太陽光発電、土木情報
インフラ）、システムソリューション事業（ICTソリュー
ション、ソフトウェア開発）があります。このうち、通
信キャリア事業は売り上げの半分程度を占めており、
残りの２つがその半分ずつになります。
　今はシステムソリューション事業を伸ばすことを目
標にしており、最終的には、主力の3部門を同程度の売
り上げにしたいと考えています。
　通信キャリア事業は、電柱を立てたり、インフラ設
備を構築するために、地下の通信線を張ったりするも
のです。また、電話やインターネット等の線を、家やビ
ルに引き込み、インターネットの設定もしています。
　都市インフラ事業では、道路や都市高速道路、河川
の工事などの公共工事全般を請け負っています。他に
もビルの配管や電気系統を作るビジネスがあります。
　この事業にてビルの設備が完成した後に、システム
ソリューション事業でビルのシステムを構築するとい

う流れで、最終的にはビル全体の構築を自社で完結で
きるようにすることが理想です。

— 経営理念についてお伺いします。

　「西部電気工業グループは、常に未来を先見し、卓越
する技術力と不断の挑戦により、豊かな社会づくりに
貢献します」という理念を掲げており、現在創立77年
になりますが、技術力や九州のインフラを支えている
というのは誇りです。

　シニア人材の雇用
— シニア人材を雇用するようになった

　 きっかけをお聞かせください。

　高齢者雇用には以前から取り組んでおり、再雇用制
度は約20年前からあります。
　62歳に定年退職となり、それ以降は本人が希望すれ
ば65歳まで再雇用しています。65歳以降は契約社員
という形に変わり、1年更新で働くことができます。
　現在75歳が最高齢で、70歳以上の従業員は15名い
ます。65歳以上の方は元々働かれていた方が多いです
が、新規で雇用された方もいます。1度辞めたものの、
また働きたいという方も再度雇用しています。
　このように、シニア人材を雇用するようになったの
は、人材不足が理由です。スキルがある人は即戦力で
すので、そういう人材を確保したいというのが1番の
きっかけですね。ただ、高齢社会になっていく中で、高
齢者が安心して働ける社会にしていくことも企業とし
ての役目だと思っています。

— 企業として求める人物像をお聞かせください。

　やる気があって、健康で、我が社に貢献してくれる
人材です。自分が持っているスキルを若手に指導する
ことができる方がいればいいなと思いますし、そうい
う方が活躍できる場を提供したいと思っています。
　シニア人材の方たちには、技術力やスキルを若者に
継承して育ててほしいというのが、1番のお願いにな
りますね。

— 継続雇用の際は、面談をされていますか。

　定年の２年前から、意思確認のため上司が面談を
行っています。当社は面談が多く、何かの面談の機会
に継続雇用の意思を聞いています。面談は、評価面談、
フィードバック面談などいくつもあり、四半期に1回
は実施するようにしています。
 

　業務内容
— シニア人材の業務内容をお伺いします。

　定年以降の業務については、本人に確認はしますが、
基本今まで所属していた部署で働いていただいていま
す。再雇用の方たちは基本的に同じ業務に従事します
が、ある程度業務内容は軽減し、表舞台から1歩引く形
にはなります。しかし、その分、後輩の指導に力を注い
でもらうような形でお願いをしています。

— 定年後の報酬制度に人事評価も

　 反映されるのでしょうか。

　報酬に人事評価も反映されます。人事評価によって
評価された方は賞与へ反映します。また、フィードバッ
クも行います。人事評価は上期と下期年間の２回行っ
ています。

　ワークライフバランスについて
— ご自身のご病気やご家族の介護の際に

　 利用できる制度はございますか。

　病気休暇、介護休暇があります。社員に関しては、
10年以上働いていると、病気休暇の場合半年程度休暇
を取得することが可能です。その後1年ほどは、給料が
6割程度出ます。これは再雇用の方も同じです。
　また、当社は健康経営優良法人を6年連続取得して
おり、定年後の再雇用、契約社員の方を含め全社員に
健康診断を受けてもらっており、再検査の際も費用を
全額負担しています。

— 有給休暇は皆さんどれくらい

　 取得されていますか。 

　かなり取得していて、毎月1日以上は使っていると
思います。休暇に関するデータを取っているので、取
得していない方には必ず取るよう指導しています。高
齢者かどうかに関わらず、当社は年休をできるだけ全
部使うことを推奨しています。

　シニア人材の雇用
— シニア人材を採用してよかった点をお伺いします。 

　人材不足の中、長い間我々の仕事に勤めて、本当に
貢献していただいています。活躍できる限りいてほし
いと思っています。

　今後の展望
— 今後のシニア人材活用の展望について

　 お聞かせください。 

　長生きするに当たって、仕事は生き甲斐の1つでも
あります。皆さんの、誰かのために貢献したいという
思いに繋がるものが、仕事であればいいなと思います。
好きな仕事を長く続けることが長生きにも繋がると思
いますので、会社としては70歳以上でも働けるような
制度や勤務形態を作っていきたいです。

　研修・教育制度
— 研修についてお伺いします。

　コンプライアンスや人権研修は毎年社員全員に実施
しています。通信教育やe-learningなどの自己研鑽の
費用も出しています。年に1回、3万円までの研修は、
会社全体で誰でも受講することが可能です。

— 定年前にライフプランの研修はされてますか。

　定年前の説明会を必ず62歳前に行っており、定年後
の制度について説明をしています。
　また、ライフプランセミナーにて、50代以降のライ
フプランや再雇用制度を具体的に考えていただく機会
を設けています。このライフプランセミナーは、誰で
も自由に受講することができます。

　環境整備
— 業務中のフォロー体制についてお伺いします。

　会社として、健康面には特に気を遣っています。当
社は建設業なので、安全に関してかなり配慮をしてお
り、運転についても、65歳を過ぎたら必要最低限にし
ています。

— 社内でのコミュニケーションの取り方で

　 意識されてることをお伺いします。

　相互の理解が非常に大事だと思っています。高齢者
が活躍できる場を提供し、今まで培ってきたスキルを
アドバイスしてもらうことで若手とコミュニケーショ
ンを取り、育成をお願いしています。
　高齢者と若者との感覚に違いがあるので、そこは大
変だと思いますが、高齢者が活躍できる場を作ってあ
げるよう気を配ることも、上司の大切な役目だと思っ
ています。
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ンを取り、育成をお願いしています。
　高齢者と若者との感覚に違いがあるので、そこは大
変だと思いますが、高齢者が活躍できる場を作ってあ
げるよう気を配ることも、上司の大切な役目だと思っ
ています。
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　企業の沿革、特徴、理念
— 御社の沿革や事業についてお聞かせください。

　弊社は昭和22年に創業し、現在3つの事業で８つの
ビジネスを展開しています。創業当時から実施してい
る事業として、通信キャリア事業（情報通信エンジニア
リング）があり、その他に都市インフラ事業（通信ビジ
ネス、建築設備、環境プラント、太陽光発電、土木情報
インフラ）、システムソリューション事業（ICTソリュー
ション、ソフトウェア開発）があります。このうち、通
信キャリア事業は売り上げの半分程度を占めており、
残りの２つがその半分ずつになります。
　今はシステムソリューション事業を伸ばすことを目
標にしており、最終的には、主力の3部門を同程度の売
り上げにしたいと考えています。
　通信キャリア事業は、電柱を立てたり、インフラ設
備を構築するために、地下の通信線を張ったりするも
のです。また、電話やインターネット等の線を、家やビ
ルに引き込み、インターネットの設定もしています。
　都市インフラ事業では、道路や都市高速道路、河川
の工事などの公共工事全般を請け負っています。他に
もビルの配管や電気系統を作るビジネスがあります。
　この事業にてビルの設備が完成した後に、システム
ソリューション事業でビルのシステムを構築するとい

う流れで、最終的にはビル全体の構築を自社で完結で
きるようにすることが理想です。

— 経営理念についてお伺いします。

　「西部電気工業グループは、常に未来を先見し、卓越
する技術力と不断の挑戦により、豊かな社会づくりに
貢献します」という理念を掲げており、現在創立77年
になりますが、技術力や九州のインフラを支えている
というのは誇りです。

　シニア人材の雇用
— シニア人材を雇用するようになった

　 きっかけをお聞かせください。

　高齢者雇用には以前から取り組んでおり、再雇用制
度は約20年前からあります。
　62歳に定年退職となり、それ以降は本人が希望すれ
ば65歳まで再雇用しています。65歳以降は契約社員
という形に変わり、1年更新で働くことができます。
　現在75歳が最高齢で、70歳以上の従業員は15名い
ます。65歳以上の方は元々働かれていた方が多いです
が、新規で雇用された方もいます。1度辞めたものの、
また働きたいという方も再度雇用しています。
　このように、シニア人材を雇用するようになったの
は、人材不足が理由です。スキルがある人は即戦力で
すので、そういう人材を確保したいというのが1番の
きっかけですね。ただ、高齢社会になっていく中で、高
齢者が安心して働ける社会にしていくことも企業とし
ての役目だと思っています。

— 企業として求める人物像をお聞かせください。

　やる気があって、健康で、我が社に貢献してくれる
人材です。自分が持っているスキルを若手に指導する
ことができる方がいればいいなと思いますし、そうい
う方が活躍できる場を提供したいと思っています。
　シニア人材の方たちには、技術力やスキルを若者に
継承して育ててほしいというのが、1番のお願いにな
りますね。

— 継続雇用の際は、面談をされていますか。

　定年の２年前から、意思確認のため上司が面談を
行っています。当社は面談が多く、何かの面談の機会
に継続雇用の意思を聞いています。面談は、評価面談、
フィードバック面談などいくつもあり、四半期に1回
は実施するようにしています。
 

　業務内容
— シニア人材の業務内容をお伺いします。

　定年以降の業務については、本人に確認はしますが、
基本今まで所属していた部署で働いていただいていま
す。再雇用の方たちは基本的に同じ業務に従事します
が、ある程度業務内容は軽減し、表舞台から1歩引く形
にはなります。しかし、その分、後輩の指導に力を注い
でもらうような形でお願いをしています。

— 定年後の報酬制度に人事評価も

　 反映されるのでしょうか。

　報酬に人事評価も反映されます。人事評価によって
評価された方は賞与へ反映します。また、フィードバッ
クも行います。人事評価は上期と下期年間の２回行っ
ています。

　ワークライフバランスについて
— ご自身のご病気やご家族の介護の際に

　 利用できる制度はございますか。

　病気休暇、介護休暇があります。社員に関しては、
10年以上働いていると、病気休暇の場合半年程度休暇
を取得することが可能です。その後1年ほどは、給料が
6割程度出ます。これは再雇用の方も同じです。
　また、当社は健康経営優良法人を6年連続取得して
おり、定年後の再雇用、契約社員の方を含め全社員に
健康診断を受けてもらっており、再検査の際も費用を
全額負担しています。

— 有給休暇は皆さんどれくらい

　 取得されていますか。 

　かなり取得していて、毎月1日以上は使っていると
思います。休暇に関するデータを取っているので、取
得していない方には必ず取るよう指導しています。高
齢者かどうかに関わらず、当社は年休をできるだけ全
部使うことを推奨しています。

　シニア人材の雇用
— シニア人材を採用してよかった点をお伺いします。 

　人材不足の中、長い間我々の仕事に勤めて、本当に
貢献していただいています。活躍できる限りいてほし
いと思っています。

　今後の展望
— 今後のシニア人材活用の展望について

　 お聞かせください。 

　長生きするに当たって、仕事は生き甲斐の1つでも
あります。皆さんの、誰かのために貢献したいという
思いに繋がるものが、仕事であればいいなと思います。
好きな仕事を長く続けることが長生きにも繋がると思
いますので、会社としては70歳以上でも働けるような
制度や勤務形態を作っていきたいです。

　研修・教育制度
— 研修についてお伺いします。

　コンプライアンスや人権研修は毎年社員全員に実施
しています。通信教育やe-learningなどの自己研鑽の
費用も出しています。年に1回、3万円までの研修は、
会社全体で誰でも受講することが可能です。

— 定年前にライフプランの研修はされてますか。

　定年前の説明会を必ず62歳前に行っており、定年後
の制度について説明をしています。
　また、ライフプランセミナーにて、50代以降のライ
フプランや再雇用制度を具体的に考えていただく機会
を設けています。このライフプランセミナーは、誰で
も自由に受講することができます。

　環境整備
— 業務中のフォロー体制についてお伺いします。

　会社として、健康面には特に気を遣っています。当
社は建設業なので、安全に関してかなり配慮をしてお
り、運転についても、65歳を過ぎたら必要最低限にし
ています。

— 社内でのコミュニケーションの取り方で

　 意識されてることをお伺いします。

　相互の理解が非常に大事だと思っています。高齢者
が活躍できる場を提供し、今まで培ってきたスキルを
アドバイスしてもらうことで若手とコミュニケーショ
ンを取り、育成をお願いしています。
　高齢者と若者との感覚に違いがあるので、そこは大
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ています。
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　ネットワーク事業本部エンジニアリング部見守り担当として働いていま
す。作業者の危険を回避して安全に作業をするための業務です。ネットワー
クカメラというもので、作業手順を判定し作業者の安全を確保しています。
　この業務は、安全施策としては最大の効果がある施策で、非常にやりがい
があります。何が危ないかわからないと指導もできないので、勉強の日々で
す。しかし、知らなかったことを知っていく喜びがあり、作業者の怪我の防止
に繋がることにも満足しながら、毎日取り組んでいます。
　職場は雰囲気がとても良いです。みんな協力的で、メンバーに恵まれてお
り、仕事に来るのが楽しいです。私たちは土日も勤務していますから、人員が
少ないときや誰かが困っているときは、お互いに助け合っています。チーム
ワークがとても良く、周りを気にかけながらやっている結果だと思います。
　私は月から金のフルタイムで働いており、土日の勤務は月に1、2回です。
土日勤務の分は、振替できちんとお休みをいただいています。
　働きながら限られた時間で、趣味を楽しんでいるのですが、うまく時間を
調整しながらでないと両立が難しいです。この調整が、休みを含めたきちん
とした生活に繋がっているのかなと思います。
　せっかくこういう知識を備えさせてもらったので、元気がある限り、少し
でも多くの人にこの知識を伝えたいです。元気で働ける限りは続けていきた
いなと思っています。

田中 博美さん
た なか ひろ み

勤続年数  12年4か月

68歳

取材当時
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